
現  行 改 正 案 

  

６ 基本的方向 

  プラ容器分別収集の収集量、排出状況等を検証するため、始め

はモデル地区において実施し、検証結果により計画の見直しを行

う 

(1) モデル地区の指定（26,054 人） 

   月曜日：石尾台  火曜日：中央台  水曜日：東野町 

 木曜日：小野町  金曜日：如意申町 

   市内全域（307,052 人）に対する、モデル地区の人口割合は、

8.5％ 

 

 

  

６ 基本的方向 

  プラ容器分別収集の収集量、排出状況等を検証するため、始め

はモデル地区において実施し、検証結果により計画の見直しを行

う 

(1) モデル地区の指定（約 26,000 人） 

   月曜日：東部南 火曜日：ニュータウン 水曜日：篠木   

木曜日：中部南 金曜日：西部北 

   市内全域（307,052 人）に対する、モデル地区の人口割合は、

約 8.5％ 

 

 

(2) 啓発の充実 

町内会向けの説明会の開催、ごみステーションにおける掲示、

資源・ごみ出し便利帳の改訂、広報等 

 

(2) 啓発の充実 

町内会向けの説明会の開催、ごみステーションにおける掲示、

資源・ごみ出し便利帳の作製、啓発用チラシ、広報等 

 

(3) 検証内容 

燃やせないごみ及びプラ容器の収集量、袋の数、排出状況等

について検証し、収集回数、収集方法等について検討する 

(3) 検証内容 

燃やせないごみ及びプラ容器の収集量、袋の数、排出状況等に

ついて検証し、収集回数、収集方法等について検討する 

 

(4) 実施地域の拡大 

モデル地区においての検証後、市内全域に拡大 

 

(4) 実施地域の拡大 

モデル地区においての検証後、財政状況を踏まえて段階的な区

域の拡大について検討する 
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７ スケジュール 

(1) モデル地区における実施 

 ア 平成２２年７月から９月まで 

説明会、広報等による啓発 

燃やせないごみの収集量、収集状況等を検証 

   

イ 平成２２年９月 

 ごみステーションの看板設置 

   

ウ 平成２２年１０月から平成２３年３月まで  

    プラ容器分別収集実施、プラ容器及び燃やせないごみの収

集量、収集状況等を検証 

 

(2) 市内全域への拡大（モデル地区は継続して実施） 

 ア 平成２３年４月から平成２４年３月まで 

    説明会、広報等による啓発 

 イ 平成２４年４月から 

  市内全域において実施 

 

         

７ スケジュール 

 (1) モデル地区における実施 

  ア 平成２２年４月から 

    プラ容器分別収集モデル地区指定 

  イ 平成２２年７月から９月まで 

モデル地区対象にプラ容器分別収集説明会、広報等による

啓発 

燃やせないごみの収集量・排出状況を検証 

  ウ 平成２２年９月 

 ごみステーションの看板設置 

  エ 平成２２年１０月から平成２３年３月まで  

    プラ容器分別収集実施 

プラ容器の収集量、排出状況、組成調査、及び燃やせない

ごみの収集量、排出状況を検証 

  オ 平成２３年４月から６月まで 

    モデル地区内分別方法の見直し 

    分別収集方法変更に伴う説明会の実施 

  カ 平成２３年７月から平成２４年３月まで 

    モデル地区内プラ容器分別方法変更実施 

  キ 平成２４年４月から 

    モデル地区検証結果から分別、排出、収集方法等を決定す

る 

    モデル検証後、財政状況を踏まえて段階的に区域の拡大に

ついて検討する。 

 


